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報道関係各位 

 

第８回世界ユースオープン選手権試合 

U-21・U-26 強豪国相手に健闘 

 

13日からポーランドのブロツワフで開催された第8回世界ユースオープン選手権（8th World Youth 

Transnational Championships）は18日閉幕しました。公益社団法人日本コントラクトブリッジ連盟

（東京都、会長：鳩山勝郎）が派遣した日本代表チームは、世界の強豪国相手に結果を残しました。 

同大会は、会期前半にチーム戦、後半にペア戦が U-16、U-21、U-26、U-26（女性）、U-31 の 5 カテ

ゴリーに分かれて行われました。チーム戦の予選では日本の U-26 が最終ラウンドまで上位 4 チームの決

勝進出を争いましたが 19 チーム中 6 位で予選通過ならず、ペア戦では U-21 の野口広樹-浦野航平ペアが

予選通過し決勝進出を果たしました。また、大会 3 日目に行われた Board-a-Match（U-16 除くチーム

戦）では、U-26 が 51 チーム中 6 位と活躍しました。 

 

コロナ禍の影響により各大学のブリッジクラブ員は減少しましたが、本年5月にバンコクで開催され

た第9回APBF（Asia Pacific Bridge Federation）コングレスでは、U-21準優勝、U-26は3位、今大会

でもペア戦で決勝進出するなど結果を残しました。今後の活躍が期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

お問い合わせ： 公益社団法人日本コントラクトブリッジ連盟 （高野） 

Tel:03-3357-3741   Fax:03-3357-7444   E-mail:info@jcbl.or.jp URL:http://www.jcbl.or.jp/ 
 

【第8回世界ユースオープン選手権試合】 

会期：2024年7月13日～18日  開催地：ブロツワフ（ポーランド） 

 

●U-26（26歳未満） チーム戦 6位（参加19チーム） 

中牟田真（京都大学）、西多史陽（京都大学）、宋逸寒（社会人）、 

滝澤憲（東京大学）、栁下晃太郎（社会人）、鶴直也（京都大学） 

●U-21（21歳未満） ペア戦 野口-浦野ペア 決勝進出 

本多柊太（東京大学）、野口広樹（京都大学）、浦野航平（京都大学）、 

肖宇祺（慶應義塾大学） 


